
精子選別用製品
HBAⓇ Assay / PICSIⓇ Dish / SpermSlowTM

精子の評価・選択のソリューション
受精率・臨床妊娠率の向上と早期流産のリスクを軽減します

ヒアルロン酸に結合する、染色体異数性やDNA断片化の可能性が低い精子を
選択することで、ICSIにおける培養成績・臨床成績の改善に役立ちます。1
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ご存知ですか？
・ 不妊の40～50%は男性側に要因があり、男性因子の82%が造精機能障害といわれています。
・ そのうちの約半数が、精子の数が少なくなり、動きが悪くなる特発性造精機能障害といわれています。

HBAⓇ Assay / PICSIⓇ Dish / SpermSlowTMを用いて
精子の評価と正常な成熟精子の選択を
HBAⓇ Assayを用いることで射出精子におけるDNAや染色体に異常が少ない成熟精子の割合を知ることが
出来ます。その結果でICSIを行う際に、PICSIⓇ DishまたはSpermSlowTMを用いた正常な成熟精子の選択を行
うべきかどうかの方針を固めることが出来ます。なお、Worrillowらが2012年に発表した内容によると、総運
動精子における結合精子の割合（HBAスコア）が65%以下の場合は、生理学的な精子選別を行った後のICSI
（PICSI）を実施したほうが有効であると報告されています。1

正常な成熟精子を選ぶ理由
正常な成熟精子にはHspA2シャペロンタンパク質が存在しており、このタンパク質は精子自身の減数分裂、
DNA修復、受精時の卵丘細胞複合体のヒアルロン酸への結合などの精子成熟ステップに関与しておりま
す。そのため、このような精子は受精後の胚発育や染色体数に良い影響を与えると言われています。4, 5, 6

ICSIの場合、ほとんどのケースにおいて形態評価のみで精子の選択を行っているため、事前に精子が正常
に成熟しているかどうかを確認することにより、受精率、臨床妊娠率ならびに流産率の改善が見込めます。

不妊要因の男女比 2 男性不妊の要因 3

ステップ 1

ヒアルロン酸結合能・受精能の定量的評価
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82%
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男性 男女ともに 女性 原因不明 造精機能障害 性機能障害 精路通過障害

HBAⓇ Assay SpermSlowTMPICSIⓇ Dish

ステップ 2

正常な成熟精子を選択
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成熟した精子とヒアルロン酸の関係
正常な成熟精子は卵子と受精するため卵丘細胞複合体に存在するヒアルロン酸に結合するための因子が
発現しています。この因子が発現している精子はDNA断片化の割合が低いことが報告されています。7

正常な成熟精子を選ぶことのメリット・重要性
ヒアルロン酸による精子選別を行うことで、以下のような精子を選択することが出来ます。

・ 余分な細胞質を含まない成熟精子
・ ヒストンの残存がない精子
・ DNA断片化のリスクが低い精子

ヒアルロン酸に結合した、正常性の高い精子を選択することで、胚が異数体となるリスクを軽減します。5

アクリジン・オレンジ溶液で精子の核を染色し、蛍光顕微鏡
で観察した結果です。DNA断片化のある精子（赤）がヒアル
ロン酸スポット外に散見されます。

黄色に囲まれている部分がヒアルロン酸スポットに接着した成熟精子
殆ど全てが緑（DNA損傷のない精子）ということが分かります。

種別 Mean ± SD (%)

精液中のDNA正常精子（緑） 54.9 ± 2.0

ヒアルロン酸スポット外のDNA正常精子（緑） 56.1 ± 1.9

ヒアルロン酸スポット内のDNA正常精子（緑） 99.1 ± 0.2

精液中のDNA断片化精子（赤） 45.0 ± 1.9

ヒアルロン酸スポット外のDNA破断化精子（赤） 43.9 ± 1.9

ヒアルロン酸スポット内のDNA破断化精子（赤） 0.9 ± 1.9

細胞質が存在する
未成熟精子

ヒストンが
残存する精子

DNA断片化
を持つ精子

原精液

ヒアルロン酸に
結合した精子

3

左よりクレアチンキナーゼによる免疫染色、アニリンブルーによる蛍光染色、ニックトランスレーション法によるDNA断片化標識です。
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HBAⓇ Assay
ヒアルロン酸結合能・受精能の定量的評価を行うことが出来るスライド
正常な成熟精子がヒアルロン酸と結合する習性を利用して、ヒトの目で判別することが難しい精子のDNA
や染色体の正常性について、ヒアルロン酸をコーティングしたチャンバーを用いて評価します。

PICSIⓇ Dish
精子の選択を容易にするヒアルロン酸のマイクロドットを備えたディッシュ
あらかじめ、所定の位置にヒアルロン酸のマイクロドットが固着しているディッシュです。
正常な成熟精子がヒアルロン酸と結合する特性を利用しており、ディッシュ上でDNAや染色体に異常の少な
い精子を選択することが出来ます。

SpermSlowTM

リコンビナントヒアルロン酸を含有する精子選別用メディウム

正常な成熟精子がヒアルロン酸と結合する特性を利用して、
DNAや染色体に異常の少ない精子を選択することが出来ます。

総運動精子における結合精子の割合（HBAスコア）8

HBAスコア

< 25%

25%-65%

> 65%

割合

8%

19%

73%

拡大

ヒアルロン酸結合能・受精能の定量的評価

正常な成熟精子を選択

4

矢印の先にある丸印のところが
ヒアルロン酸が塗布されたスポット
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④ 結合している精子の数を数えて、HBAスコアを計算し
ます。得られたスコアは、cIVF・ICSI・PICSIなどの治療
方針を決める参考情報にします。1

HBAⓇ Assay
ステップ 1.  正常な成熟精子の割合を評価
ここではHBAⓇ Assayを使用した手順をご紹介します

① カバーガラスを外して、赤枠に調整済みの精子を
滴下します。

② カバーガラスを被せます。カバーガラスの青円には
あらかじめ、格子状のグリッド線が描かれています。
その状態でしばらくの間、室温またはインキュベー
ターで静置します。

③ 正立顕微鏡にセットします。

3.5
5.3

3.3

15.1

HBAスコア65%超での流産率（%） HBAスコア65%以下での流産率（%）

対照群（ICSI）
HBAによる選別群（PICSI）
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PICSIⓇ Dish
ステップ 2.  正常な成熟精子の選択
ここではPICSIⓇ Dishを使用した手順をご紹介します

① 精子洗浄液（またはハンドリングメディウム）をヒア
ルロン酸のマイクロドットを覆うよう帯状に滴下し
ます。（必要であれば、デュッシュ上部に不動化用
PVPなどを滴下した後に）ディッシュをオイルで満た
します。

② しばらく静置させた後に、精子洗浄液（またはハンド
リングメディウム）のヒアルロン酸のマイクロドットと
は反対側に精子懸濁液を滴下します。

拡大

③ ヒアルロン酸のマイクロドットを観察して頭部が
結合している精子を選択します。

ヒアルロン酸に
結合している精子

（頭部がとまったまま）

ヒアルロン酸に
結合していない精子

（全体的に動いている）

ヒアルロン酸のマイクロドット

精子洗浄液（またはハンドリングメディウム）

不動化用PVP
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SpermSlowTM

ステップ 2.  正常な成熟精子の選択
ここではSpermSlowTMを使用した手順をご紹介します

① 精子洗浄液（またはハンドリングメディウム）を帯状
に分注して、SpermSlowTMを精子洗浄液の一端にか
かるように滴下します。

② 精子懸濁液を、精子洗浄液のSpermSlowTMとは反対
側に滴下します。ディッシュをオイルで満たします。

③ SpermSlowTMのドロップと精子洗浄液の境界あた
りを観察し、ヒアルロン酸の三次元ネットに結合し
ている精子を選択します。

ヒアルロン酸に
結合している精子

（頭部がとまったまま）

ヒアルロン酸に
結合していない精子

（全体的に動いている）

SpermSlowTM

7

精子洗浄液（またはハンドリングメディウム）
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Tel. 045-319-6826    Fax. 045-319-6581
E-mail: toiawase@coopersurgical.com
Web: https://coopersurgicalfertility-jp.com/

オリジオ・ジャパン株式会社
〒231-0021
神奈川県横浜市中区日本大通11 横浜情報文化センター4F
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本商品は薬機法の定めるところの「医薬品」「医薬部外品」及び「医薬機器」ではありません。また、ヒト、動物の診断あるいは治療用として用いるものではありません。

HBAスコア（総運動精子における結合精子の割合）は、受精率、妊娠率、
受精卵の分割期率と相関があります。
また、ヒアルロン酸に結合した正常な成熟精子を選択することで受精率
だけでなく、臨床妊娠率や流産率が改善するとの報告があります。

ICSIでのHBAスコアと受精率・分割期到達率・妊娠率との相関 10 形態評価のみ（ICSI）と成熟精子（PICSI）での成績比較 9
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製品に関するお問い合わせは、当社ならびに担当営業までご連絡ください。

ヒアルロン酸結合能・受精能の定量的評価を行い
DNAや染色体に異常のない精子を体外受精に用いることで
受精率、培養成績、臨床結果の改善が期待できます。
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形態評価のみで選択した精子

正常な成熟精子

＊ p<0.05
Fisher’s Exact Test

 製品番号 製品名 梱包・容量
 BCT-HBA-10 HBAⓇ Assay 5枚（10アッセイ）
 BCT-PICSI-20 PICSIⓇ Dish 20枚（個包装・滅菌済み）
 1094 4000A SpermSlowTM 0.1mL x 4

HBAスコア
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＊

＊ p<0.05
カイ二乗検定
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